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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】令和3年7月29日(2021.7.29)

【公表番号】特表2020-530263(P2020-530263A)
【公表日】令和2年10月22日(2020.10.22)
【年通号数】公開・登録公報2020-043
【出願番号】特願2019-570898(P2019-570898)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｎ  15/13     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  16/28     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/63     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/19     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/21     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/15     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   5/10     (2006.01)
   Ｃ１２Ｐ  21/08     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  37/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/395    (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  45/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  45/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  48/00     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/573    (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/12     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ   15/13     ＺＮＡ　
   Ｃ０７Ｋ   16/28     　　　　
   Ｃ１２Ｎ   15/63     　　　Ｚ
   Ｃ１２Ｎ    1/19     　　　　
   Ｃ１２Ｎ    1/21     　　　　
   Ｃ１２Ｎ    1/15     　　　　
   Ｃ１２Ｎ    5/10     　　　　
   Ｃ１２Ｐ   21/08     　　　　
   Ａ６１Ｐ   37/04     　　　　
   Ａ６１Ｋ   39/395    　　　Ｕ
   Ａ６１Ｋ   39/395    　　　Ｔ
   Ａ６１Ｐ   35/00     　　　　
   Ａ６１Ｋ   45/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   43/00     １１１　
   Ａ６１Ｋ   45/06     　　　　
   Ａ６１Ｋ   48/00     　　　　
   Ｇ０１Ｎ   33/573    　　　Ａ
   Ｃ１２Ｎ   15/12     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和3年6月21日(2021.6.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
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【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ヒトＣＤ７３に結合する抗体分子であって、
（ａ）（ｉ）配列番号８８の重鎖相補性決定領域１（ＶＨＣＤＲ１）アミノ酸配列、配列
番号８９のＶＨＣＤＲ２アミノ酸配列及び配列番号３７のＶＨＣＤＲ３アミノ酸配列を含
む重鎖可変領域（ＶＨ）；並びに
　（ｉｉ）配列番号４８の軽鎖相補性決定領域１（ＶＬＣＤＲ１）アミノ酸配列、配列番
号４９のＶＬＣＤＲ２アミノ酸配列及び配列番号５０のＶＬＣＤＲ３アミノ酸配列を含む
軽鎖可変領域（ＶＬ）；又は
（ｂ）（ｉ）配列番号１８９のＶＨＣＤＲ１アミノ酸配列、配列番号８９のＶＨＣＤＲ２
アミノ酸配列及び配列番号４３のＶＨＣＤＲ３アミノ酸配列を含むＶＨ；並びに
　（ｉｉ）配列番号４８のＶＬＣＤＲ１アミノ酸配列、配列番号４９のＶＬＣＤＲ２アミ
ノ酸配列及び配列番号５０のＶＬＣＤＲ３アミノ酸配列を含むＶＬ
を含む抗体分子。
【請求項２】
　（ｉ）配列番号３８のＶＨＣＤＲ１アミノ酸配列、配列番号３６のＶＨＣＤＲ２アミノ
酸配列及び配列番号３７のＶＨＣＤＲ３アミノ酸配列を含むＶＨ；並びに配列番号４８の
ＶＬＣＤＲ１アミノ酸配列、配列番号４９のＶＬＣＤＲ２アミノ酸配列及び配列番号５０
のＶＬＣＤＲ３アミノ酸配列を含むＶＬ；
（ｉｉ）配列番号７２のＶＨＣＤＲ１アミノ酸配列、配列番号７１のＶＨＣＤＲ２アミノ
酸配列及び配列番号３７のＶＨＣＤＲ３アミノ酸配列を含むＶＨ；並びに配列番号４８の
ＶＬＣＤＲ１アミノ酸配列、配列番号４９のＶＬＣＤＲ２アミノ酸配列及び配列番号５０
のＶＬＣＤＲ３アミノ酸配列を含むＶＬ；
（ｉｉｉ）配列番号３８のＶＨＣＤＲ１アミノ酸配列、配列番号７１のＶＨＣＤＲ２アミ
ノ酸配列及び配列番号３７のＶＨＣＤＲ３アミノ酸配列を含むＶＨ；並びに配列番号４８
のＶＬＣＤＲ１アミノ酸配列、配列番号４９のＶＬＣＤＲ２アミノ酸配列及び配列番号５
０のＶＬＣＤＲ３アミノ酸配列を含むＶＬ；
（ｉｖ）配列番号１３７のＶＨＣＤＲ１アミノ酸配列、配列番号１３６のＶＨＣＤＲ２ア
ミノ酸配列及び配列番号３７のＶＨＣＤＲ３アミノ酸配列を含むＶＨ；並びに配列番号４
８のＶＬＣＤＲ１アミノ酸配列、配列番号４９のＶＬＣＤＲ２アミノ酸配列及び配列番号
５０のＶＬＣＤＲ３アミノ酸配列を含むＶＬ；
（ｖ）配列番号１３７のＶＨＣＤＲ１アミノ酸配列、配列番号１４６のＶＨＣＤＲ２アミ
ノ酸配列及び配列番号３７のＶＨＣＤＲ３アミノ酸配列を含むＶＨ；並びに配列番号４８
のＶＬＣＤＲ１アミノ酸配列、配列番号４９のＶＬＣＤＲ２アミノ酸配列及び配列番号５
０のＶＬＣＤＲ３アミノ酸配列を含むＶＬ；
（ｖｉ）配列番号１３７のＶＨＣＤＲ１アミノ酸配列、配列番号１５４のＶＨＣＤＲ２ア
ミノ酸配列及び配列番号３７のＶＨＣＤＲ３アミノ酸配列を含むＶＨ；並びに配列番号４
８のＶＬＣＤＲ１アミノ酸配列、配列番号４９のＶＬＣＤＲ２アミノ酸配列及び配列番号
５０のＶＬＣＤＲ３アミノ酸配列を含むＶＬ；
（ｖｉｉ）配列番号１９０のＶＨＣＤＲ１アミノ酸配列、配列番号３６のＶＨＣＤＲ２ア
ミノ酸配列及び配列番号４３のＶＨＣＤＲ３アミノ酸配列を含むＶＨ；並びに配列番号４
８のＶＬＣＤＲ１アミノ酸配列、配列番号４９のＶＬＣＤＲ２アミノ酸配列及び配列番号
５０のＶＬＣＤＲ３アミノ酸配列を含むＶＬ；
（ｖｉｉｉ）配列番号１９１のＶＨＣＤＲ１アミノ酸配列、配列番号７１のＶＨＣＤＲ２
アミノ酸配列及び配列番号４３のＶＨＣＤＲ３アミノ酸配列を含むＶＨ；並びに配列番号
４８のＶＬＣＤＲ１アミノ酸配列、配列番号４９のＶＬＣＤＲ２アミノ酸配列及び配列番
号５０のＶＬＣＤＲ３アミノ酸配列を含むＶＬ；
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（ｉｘ）配列番号１９２のＶＨＣＤＲ１アミノ酸配列、配列番号７１のＶＨＣＤＲ２アミ
ノ酸配列及び配列番号４３のＶＨＣＤＲ３アミノ酸配列を含むＶＨ；並びに配列番号４８
のＶＬＣＤＲ１アミノ酸配列、配列番号４９のＶＬＣＤＲ２アミノ酸配列及び配列番号５
０のＶＬＣＤＲ３アミノ酸配列を含むＶＬ；
（ｘ）配列番号１９３のＶＨＣＤＲ１アミノ酸配列、配列番号１３６のＶＨＣＤＲ２アミ
ノ酸配列及び配列番号４３のＶＨＣＤＲ３アミノ酸配列を含むＶＨ；並びに配列番号４８
のＶＬＣＤＲ１アミノ酸配列、配列番号４９のＶＬＣＤＲ２アミノ酸配列及び配列番号５
０のＶＬＣＤＲ３アミノ酸配列を含むＶＬ；
（ｘｉ）配列番号１９４のＶＨＣＤＲ１アミノ酸配列、配列番号１４６のＶＨＣＤＲ２ア
ミノ酸配列及び配列番号４３のＶＨＣＤＲ３アミノ酸配列を含むＶＨ；並びに配列番号４
８のＶＬＣＤＲ１アミノ酸配列、配列番号４９のＶＬＣＤＲ２アミノ酸配列及び配列番号
５０のＶＬＣＤＲ３アミノ酸配列を含むＶＬ；又は
（ｘｉｉ）配列番号１９５のＶＨＣＤＲ１アミノ酸配列、配列番号１５４のＶＨＣＤＲ２
アミノ酸配列及び配列番号４３のＶＨＣＤＲ３アミノ酸配列を含むＶＨ；並びに配列番号
４８のＶＬＣＤＲ１アミノ酸配列、配列番号４９のＶＬＣＤＲ２アミノ酸配列及び配列番
号５０のＶＬＣＤＲ３アミノ酸配列を含むＶＬ
を含む、請求項１に記載の抗体分子。
【請求項３】
　（ｉ）配列番号４４、７７、８４、１４２、１５１若しくは１５９のアミノ酸配列又は
配列番号４４、７７、８４、１４２、１５１若しくは１５９と少なくとも約８５％、９０
％、９５％若しくは９９％の配列同一性を有するアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
（ｉｉ）配列番号５５のアミノ酸配列又は配列番号５５と少なくとも約８５％、９０％、
９５％若しくは９９％の配列同一性を有するアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域；
（ｉｉｉ）配列番号４６、７９、８６、１１４、１１６若しくは１１７のアミノ酸配列又
は配列番号４６、７９、８６、１１４、１１６若しくは１１７と少なくとも約８５％、９
０％、９５％若しくは９９％の配列同一性を有するアミノ酸配列を含む重鎖；
（ｉｖ）配列番号５７のアミノ酸配列又は配列番号５７と少なくとも約８５％、９０％、
９５％若しくは９９％の配列同一性を有するアミノ酸配列を含む軽鎖；
（ｖ）配列番号４４のアミノ酸配列（又はそれに対して少なくとも約８５％、９０％、９
５％若しくは９９％の配列同一性を有する配列）を含む重鎖可変領域及び配列番号５５の
アミノ酸配列（又はそれに対して少なくとも約８５％、９０％、９５％若しくは９９％の
配列同一性を有する配列）を含む軽鎖可変領域；
（ｖｉ）配列番号７７のアミノ酸配列（又はそれに対して少なくとも約８５％、９０％、
９５％若しくは９９％の配列同一性を有する配列）を含む重鎖可変領域及び配列番号５５
のアミノ酸配列（又はそれに対して少なくとも約８５％、９０％、９５％若しくは９９％
の配列同一性を有する配列）を含む軽鎖可変領域；
（ｖｉｉ）配列番号８４のアミノ酸配列（又はそれに対して少なくとも約８５％、９０％
、９５％若しくは９９％の配列同一性を有する配列）を含む重鎖可変領域及び配列番号５
５のアミノ酸配列（又はそれに対して少なくとも約８５％、９０％、９５％若しくは９９
％の配列同一性を有する配列）を含む軽鎖可変領域；
（ｖｉｉｉ）配列番号１４２のアミノ酸配列（又はそれに対して少なくとも約８５％、９
０％、９５％若しくは９９％の配列同一性を有する配列）を含む重鎖可変領域及び配列番
号５５のアミノ酸配列（又はそれに対して少なくとも約８５％、９０％、９５％若しくは
９９％の配列同一性を有する配列）を含む軽鎖可変領域；
（ｉｘ）配列番号１５１のアミノ酸配列（又はそれに対して少なくとも約８５％、９０％
、９５％若しくは９９％の配列同一性を有する配列）を含む重鎖可変領域及び配列番号５
５のアミノ酸配列（又はそれに対して少なくとも約８５％、９０％、９５％若しくは９９
％の配列同一性を有する配列）を含む軽鎖可変領域；
（ｘ）配列番号１５９のアミノ酸配列（又はそれに対して少なくとも約８５％、９０％、
９５％若しくは９９％の配列同一性を有する配列）を含む重鎖可変領域及び配列番号５５
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のアミノ酸配列（又はそれに対して少なくとも約８５％、９０％、９５％若しくは９９％
の配列同一性を有する配列）を含む軽鎖可変領域；又は
（ｘｉ）配列番号４４のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域及び配列番号５５のアミノ酸配
列を含む軽鎖可変領域
を含む、請求項１又は２に記載の抗体分子。
【請求項４】
　（ｉ）配列番号４６のアミノ酸配列（又はそれに対して少なくとも約８５％、９０％、
９５％若しくは９９％の配列同一性を有する配列）を含む重鎖及び配列番号５７のアミノ
酸配列（又はそれに対して少なくとも約８５％、９０％、９５％若しくは９９％の配列同
一性を有する配列）を含む軽鎖；
（ｉｉ）配列番号１１４のアミノ酸配列（又はそれに対して少なくとも約８５％、９０％
、９５％若しくは９９％の配列同一性を有する配列）を含む重鎖及び配列番号５７のアミ
ノ酸配列（又はそれに対して少なくとも約８５％、９０％、９５％若しくは９９％の配列
同一性を有する配列）を含む軽鎖；
（ｉｉｉ）配列番号７９のアミノ酸配列（又はそれに対して少なくとも約８５％、９０％
、９５％若しくは９９％の配列同一性を有する配列）を含む重鎖及び配列番号５７のアミ
ノ酸配列（又はそれに対して少なくとも約８５％、９０％、９５％若しくは９９％の配列
同一性を有する配列）を含む軽鎖；
（ｉｖ）配列番号１１６のアミノ酸配列（又はそれに対して少なくとも約８５％、９０％
、９５％若しくは９９％の配列同一性を有する配列）を含む重鎖及び配列番号５７のアミ
ノ酸配列（又はそれに対して少なくとも約８５％、９０％、９５％若しくは９９％の配列
同一性を有する配列）を含む軽鎖；
（ｖ）配列番号８６のアミノ酸配列（又はそれに対して少なくとも約８５％、９０％、９
５％若しくは９９％の配列同一性を有する配列）を含む重鎖及び配列番号５７のアミノ酸
配列（又はそれに対して少なくとも約８５％、９０％、９５％若しくは９９％の配列同一
性を有する配列）を含む軽鎖；
（ｖｉ）配列番号１１７のアミノ酸配列（又はそれに対して少なくとも約８５％、９０％
、９５％若しくは９９％の配列同一性を有する配列）を含む重鎖及び配列番号５７のアミ
ノ酸配列（又はそれに対して少なくとも約８５％、９０％、９５％若しくは９９％の配列
同一性を有する配列）を含む軽鎖；又は
（ｖｉｉ）配列番号４６のアミノ酸配列を含む重鎖及び配列番号５７のアミノ酸配列を含
む軽鎖
を含む、請求項１～４のいずれか一項に記載の抗体分子。
【請求項５】
　ヒトＣＤ７３に結合する抗体分子であって、
（ａ）（ｉ）配列番号９０のＶＨＣＤＲ１アミノ酸配列、配列番号９１のＶＨＣＤＲ２ア
ミノ酸配列及び配列番号３のＶＨＣＤＲ３アミノ酸配列を含むＶＨ；並びに
　（ｉｉ）配列番号１４のＶＬＣＤＲ１アミノ酸配列、配列番号１５のＶＬＣＤＲ２アミ
ノ酸配列及び配列番号１６のＶＬＣＤＲ３アミノ酸配列を含むＶＬ；又は
（ｂ）（ｉ）配列番号１９６のＶＨＣＤＲ１アミノ酸配列、配列番号９１のＶＨＣＤＲ２
アミノ酸配列及び配列番号９のＶＨＣＤＲ３アミノ酸配列を含むＶＨ；並びに
　（ｉｉ）配列番号１４のＶＬＣＤＲ１アミノ酸配列、配列番号１５のＶＬＣＤＲ２アミ
ノ酸配列及び配列番号１６のＶＬＣＤＲ３アミノ酸配列を含むＶＬ
を含む抗体分子。
【請求項６】
　（ｉ）配列番号６１のＶＨＣＤＲ１アミノ酸配列、配列番号６０のＶＨＣＤＲ２アミノ
酸配列及び配列番号３のＶＨＣＤＲ３アミノ酸配列を含むＶＨ；並びに配列番号１４のＶ
ＬＣＤＲ１アミノ酸配列、配列番号１５のＶＬＣＤＲ２アミノ酸配列及び配列番号１６の
ＶＬＣＤＲ３アミノ酸配列を含むＶＬ；
（ｉｉ）配列番号４のＶＨＣＤＲ１アミノ酸配列、配列番号２６のＶＨＣＤＲ２アミノ酸
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配列及び配列番号３のＶＨＣＤＲ３アミノ酸配列を含むＶＨ；並びに配列番号１４のＶＬ
ＣＤＲ１アミノ酸配列、配列番号１５のＶＬＣＤＲ２アミノ酸配列及び配列番号１６のＶ
ＬＣＤＲ３アミノ酸配列を含むＶＬ；
（ｉｉｉ）配列番号４のＶＨＣＤＲ１アミノ酸配列、配列番号２のＶＨＣＤＲ２アミノ酸
配列及び配列番号３のＶＨＣＤＲ３アミノ酸配列を含むＶＨ；並びに配列番号１４のＶＬ
ＣＤＲ１アミノ酸配列、配列番号１５のＶＬＣＤＲ２アミノ酸配列及び配列番号１６のＶ
ＬＣＤＲ３アミノ酸配列を含むＶＬ；
（ｉｖ）配列番号１６３のＶＨＣＤＲ１アミノ酸配列、配列番号１６２のＶＨＣＤＲ２ア
ミノ酸配列及び配列番号３のＶＨＣＤＲ３アミノ酸配列を含むＶＨ；並びに配列番号１４
のＶＬＣＤＲ１アミノ酸配列、配列番号１５のＶＬＣＤＲ２アミノ酸配列及び配列番号１
６のＶＬＣＤＲ３アミノ酸配列を含むＶＬ；
（ｖ）配列番号６６、３１、１０若しくは１６８のアミノ酸配列又は配列番号６６、３１
、１０若しくは１６８と少なくとも約８５％、９０％、９５％若しくは９９％の配列同一
性を有するアミノ酸配列を含む重鎖可変領域；
（ｖｉ）配列番号２１のアミノ酸配列又は配列番号２１と少なくとも約８５％、９０％、
９５％若しくは９９％の配列同一性を有するアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域；
（ｖｉｉ）配列番号６８、３３、１２、１１５、１１３若しくは１１２のアミノ酸配列又
は配列番号６８、３３、１２、１１５、１１３若しくは１１２と少なくとも約８５％、９
０％、９５％若しくは９９％の配列同一性を有するアミノ酸配列を含む重鎖；
（ｖｉｉｉ）配列番号２３のアミノ酸配列又は配列番号２３と少なくとも約８５％、９０
％、９５％若しくは９９％の配列同一性を有するアミノ酸配列を含む軽鎖；
（ｉｘ）配列番号６６のアミノ酸配列（又はそれに対して少なくとも約８５％、９０％、
９５％若しくは９９％の配列同一性を有する配列）を含む重鎖可変領域及び配列番号２１
のアミノ酸配列（又はそれに対して少なくとも約８５％、９０％、９５％若しくは９９％
の配列同一性を有する配列）を含む軽鎖可変領域；
（ｘ）配列番号３１のアミノ酸配列（又はそれに対して少なくとも約８５％、９０％、９
５％若しくは９９％の配列同一性を有する配列）を含む重鎖可変領域及び配列番号２１の
アミノ酸配列（又はそれに対して少なくとも約８５％、９０％、９５％若しくは９９％の
配列同一性を有する配列）を含む軽鎖可変領域；
（ｘｉ）配列番号１０のアミノ酸配列（又はそれに対して少なくとも約８５％、９０％、
９５％若しくは９９％の配列同一性を有する配列）を含む重鎖可変領域及び配列番号２１
のアミノ酸配列（又はそれに対して少なくとも約８５％、９０％、９５％若しくは９９％
の配列同一性を有する配列）を含む軽鎖可変領域；
（ｘｉｉ）配列番号１６８のアミノ酸配列（又はそれに対して少なくとも約８５％、９０
％、９５％若しくは９９％の配列同一性を有する配列）を含む重鎖可変領域及び配列番号
２１のアミノ酸配列（又はそれに対して少なくとも約８５％、９０％、９５％若しくは９
９％の配列同一性を有する配列）を含む軽鎖可変領域；
（ｘｉｉｉ）配列番号６８のアミノ酸配列（又はそれに対して少なくとも約８５％、９０
％、９５％若しくは９９％の配列同一性を有する配列）を含む重鎖及び配列番号２３のア
ミノ酸配列（又はそれに対して少なくとも約８５％、９０％、９５％若しくは９９％の配
列同一性を有する配列）を含む軽鎖；
（ｘｉｖ）配列番号１１５のアミノ酸配列（又はそれに対して少なくとも約８５％、９０
％、９５％若しくは９９％の配列同一性を有する配列）を含む重鎖及び配列番号２３のア
ミノ酸配列（又はそれに対して少なくとも約８５％、９０％、９５％若しくは９９％の配
列同一性を有する配列）を含む軽鎖；
（ｘｖ）配列番号３３のアミノ酸配列（又はそれに対して少なくとも約８５％、９０％、
９５％若しくは９９％の配列同一性を有する配列）を含む重鎖及び配列番号２３のアミノ
酸配列（又はそれに対して少なくとも約８５％、９０％、９５％若しくは９９％の配列同
一性を有する配列）を含む軽鎖；
（ｘｖｉ）配列番号１１３のアミノ酸配列（又はそれに対して少なくとも約８５％、９０
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％、９５％若しくは９９％の配列同一性を有する配列）を含む重鎖及び配列番号２３のア
ミノ酸配列（又はそれに対して少なくとも約８５％、９０％、９５％若しくは９９％の配
列同一性を有する配列）を含む軽鎖；
（ｘｖｉｉ）配列番号１２のアミノ酸配列（又はそれに対して少なくとも約８５％、９０
％、９５％若しくは９９％の配列同一性を有する配列）を含む重鎖及び配列番号２３のア
ミノ酸配列（又はそれに対して少なくとも約８５％、９０％、９５％若しくは９９％の配
列同一性を有する配列）を含む軽鎖；
（ｘｖｉｉｉ）配列番号１１２のアミノ酸配列（又はそれに対して少なくとも約８５％、
９０％、９５％若しくは９９％の配列同一性を有する配列）を含む重鎖及び配列番号２３
のアミノ酸配列（又はそれに対して少なくとも約８５％、９０％、９５％若しくは９９％
の配列同一性を有する配列）を含む軽鎖
（ｘｉｘ）配列番号１９７のＶＨＣＤＲ１アミノ酸配列、配列番号６０のＶＨＣＤＲ２ア
ミノ酸配列及び配列番号９のＶＨＣＤＲ３アミノ酸配列を含むＶＨ；並びに配列番号１４
のＶＬＣＤＲ１アミノ酸配列、配列番号１５のＶＬＣＤＲ２アミノ酸配列及び配列番号１
６のＶＬＣＤＲ３アミノ酸配列を含むＶＬ；
（ｘｘ）配列番号１９８のＶＨＣＤＲ１アミノ酸配列、配列番号２６のＶＨＣＤＲ２アミ
ノ酸配列及び配列番号９のＶＨＣＤＲ３アミノ酸配列を含むＶＨ；並びに配列番号１４の
ＶＬＣＤＲ１アミノ酸配列、配列番号１５のＶＬＣＤＲ２アミノ酸配列及び配列番号１６
のＶＬＣＤＲ３アミノ酸配列を含むＶＬ；
（ｘｘｉ）配列番号１９９のＶＨＣＤＲ１アミノ酸配列、配列番号２のＶＨＣＤＲ２アミ
ノ酸配列及び配列番号９のＶＨＣＤＲ３アミノ酸配列を含むＶＨ；並びに配列番号１４の
ＶＬＣＤＲ１アミノ酸配列、配列番号１５のＶＬＣＤＲ２アミノ酸配列及び配列番号１６
のＶＬＣＤＲ３アミノ酸配列を含むＶＬ；又は
（ｘｘｉｉ）配列番号２００のＶＨＣＤＲ１アミノ酸配列、配列番号１６２のＶＨＣＤＲ
２アミノ酸配列及び配列番号９のＶＨＣＤＲ３アミノ酸配列を含むＶＨ；並びに配列番号
１４のＶＬＣＤＲ１アミノ酸配列、配列番号１５のＶＬＣＤＲ２アミノ酸配列及び配列番
号１６のＶＬＣＤＲ３アミノ酸配列を含むＶＬ
を含む、請求項５に記載の抗体分子。
【請求項７】
　（ｉ）前記抗体分子が、ヒト抗体、完全長抗体、二重特異性抗体、Ｆａｂ、Ｆ（ａｂ’
）２、Ｆｖ又は単鎖Ｆｖフラグメント（ｓｃＦｖ）である；
（ｉｉ）前記抗体分子が、ＩｇＧ１、ＩｇＧ２、ＩｇＧ３及びＩｇＧ４から選択される重
鎖定常領域並びにカッパ又はラムダの軽鎖定常領域から選択される軽鎖定常領域を含む；
又は、
（ｉｉｉ）前記抗体分子が、配列番号９２～１０３、１１９及び１２０からなる群から選
択されるアミノ酸配列を含む重鎖定常領域並びに／又は配列番号１０４のアミノ酸配列を
含む軽鎖定常領域を含む、
請求項１～６のいずれか一項に記載の抗体分子。
【請求項８】
　以下の特性：
（ｉ）例えば、前記抗体分子がＯｃｔｅｔを使用して二価の抗体分子として試験されると
き、約１×１０－８Ｍ未満の解離定数（ＫＤ）を有してヒトＣＤ７３に結合すること；
（ｉｉ）可溶性ヒトＣＤ７３及び／又は膜結合型ヒトＣＤ７３に結合すること；
（ｉｉｉ）例えば、Ｏｃｔｅｔを使用して決定されるとおり、マウスＣＤ７３に結合しな
いこと；
（ｉｖ）例えば、マラカイトグリーン（ＭＧ）リン酸アッセイ又は改変された細胞力価Ｇ
ｌｏ（ＣＴＧ）アッセイによって測定されるとおり、ＣＤ７３（例えば、可溶性ヒトＣＤ
７３又は膜結合型ヒトＣＤ７３）の酵素活性、例えばヒトＣＤ７３媒介性のアデノシン一
リン酸（ＡＭＰ）のアデノシンへの変換を阻害又は低減すること；
（ｖ）例えば、前記抗体分子が、改変された細胞力価Ｇｌｏ（ＣＴＧ）アッセイを用いて
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二価の抗体分子として試験されるとき、膜結合型ヒトＣＤ７３の酵素活性の少なくとも約
６０％、７０％、８０％又は９０％を阻害すること；
（ｖｉ）例えば、ＣｅｌｌＴｒａｃｅ　Ｖｉｏｌｅｔ（ＣＴＶ）細胞増殖アッセイによっ
て測定されるとおり、アデノシン一リン酸（ＡＭＰ）の存在下で抗ＣＤ３／抗ＣＤ２８刺
激性Ｔ細胞、例えばＣＤ４＋　Ｔ細胞の増殖を増大させること；
（ｖｉｉ）ヒトＣＤ７３のＮ末端ドメインに結合すること；
（ｖｉｉｉ）配列番号１０５の残基２７～５４７のアミノ酸配列を含むタンパク質（例え
ば、配列番号１７１のアミノ酸配列からなるタンパク質）の１つ以上の領域において、そ
れに対して結合される場合、例えば前記抗体分子が水素重水素交換質量分析を使用して二
価の抗体分子として試験されるとき、水素重水素交換を減少させることであって、前記１
つ以上の領域は、配列番号１０５の残基１５８～１７２、残基２０６～２１５、残基３６
８～３８７及び残基８７～１０４からなる群から選択される、減少させること；
（ｉｘ）配列番号１０５の残基２７～５４７のアミノ酸配列を含むタンパク質（例えば、
配列番号１７１のアミノ酸配列からなるタンパク質）に結合される場合、配列番号１０５
の残基３６８～３８７における立体構造変化を誘導すること；
（ｘ）配列番号１０５の残基１５８～１７２内の少なくとも１つ、２つ、３つ又は４つの
残基に例えば直接的又は間接的に接触すること；
（ｘｉ）配列番号１０５の残基２０６～２１５内の少なくとも１つ、２つ、３つ、４つ又
は５つの残基に例えば直接的又は間接的に接触すること；
（ｘｉｉ）配列番号１０５又は１０６の残基３６８～３８７内の少なくとも１つ、２つ、
３つ、４つ又は５つの残基に例えば直接的又は間接的に接触すること；
（ｘｉｉｉ）配列番号１０５の残基８７～１０４内の少なくとも１つ、２つ、３つ、４つ
又は５つの残基に例えば直接的又は間接的に接触すること；
（ｘｉｖ）例えば、サイズ排除クロマトグラフィーを使用して試験されるとき、ヒトＣＤ
７３二量体であって、第１のＣＤ７３単量体及び第２のＣＤ７３単量体からなるヒトＣＤ
７３二量体に結合することであって、前記抗体分子が第１の抗原結合ドメイン及び第２の
抗原結合ドメインを含む場合、前記第１の抗原結合ドメインは、前記第１のＣＤ７３単量
体に結合し、且つ前記第２の抗原結合ドメインは、前記第２のＣＤ７３単量体に結合する
、結合すること；
（ｘｖ）前記抗体分子がヒトＣＤ７３の触媒的に不活性な開構造に結合するときより低い
親和性、例えば５０％、６０％、７０％、８０％、９０％、９５％又は９９％低い親和性
を有してヒトＣＤ７３の触媒的に活性な閉構造に結合すること；
（ｘｖｉ）触媒的に不活性な開構造においてヒトＣＤ７３を固定すること；
（ｘｖｉｉ）触媒的に不活性な開構造から触媒的に活性な閉構造へのヒトＣＤ７３の変換
を妨げるか又は減少させること、例えば前記抗体分子の非存在下での前記変換と比較して
前記変換を少なくとも１．５倍、２倍、５倍、１０倍、２０倍、３０倍、４０倍、５０倍
、６０倍、７０倍、８０倍、９０倍又は１００倍だけ減少させること；及び
（ｘｖｉｉｉ）ヒトＣＤ７３二量体であって、第１のＣＤ７３単量体及び第２のＣＤ７３
単量体からなるヒトＣＤ７３二量体に結合し、前記抗体分子が第１の抗原結合ドメイン及
び第２の抗原結合ドメインを含む場合、前記第１の抗原結合ドメインは、前記第１のＣＤ
７３単量体に結合し、且つ前記第２の抗原結合ドメインは、前記第２のＣＤ７３単量体に
結合すること
の１つ以上（例えば、２つ、３つ、４つ、５つ、６つ、７つ、８つ、９つ、１０、１１、
１２、１３、１４、１５、１６、１７又はそれを超えるもの、例えば全て）を有する、請
求項１～７のいずれか一項に記載の抗体分子。
【請求項９】
　請求項１～２７のいずれか一項に記載の複数の抗体分子を含む組成物であって、前記抗
体分子は、ヒトＣＤ７３二量体であって、第１のＣＤ７３単量体及び第２のＣＤ７３単量
体からなり、各単量体は、配列番号１０５の残基２７～５４７のアミノ酸配列を含む、ヒ
トＣＤ７３二量体に結合し、前記複数における前記抗体分子がそれぞれ同じ第１の抗原結
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合ドメイン及び同じ第２の抗原結合ドメインを含む場合、
（ｉ）前記組成物中の前記抗体分子の少なくとも３０％、３５％又は４０％は、前記ＣＤ
７３二量体に結合して複合体を形成し、前記複合体の各々は、１つの抗体分子及び１つの
ＣＤ７３二量体からなる；又は
（ｉｉ）前記組成物中の前記抗体分子の最大で６０％、６５％又は７０％は、前記ＣＤ７
３二量体に結合して複合体を形成し、前記複合体の各々は、２つ以上の抗体分子及び２つ
以上のＣＤ７３二量体を含む、
組成物。
【請求項１０】
　（ａ）配列番号１０５の残基２７～５４７のアミノ酸配列を含むタンパク質の１つ以上
の領域において、それに対して結合される場合、例えば前記抗体分子が水素重水素交換質
量分析を使用して二価の抗体分子として試験されるとき、水素重水素交換を減少させ、前
記１つ以上の領域は、配列番号１０５の残基１５８～１７２、残基２０６～２１５、残基
３６８～３８７及び残基８７～１０４からなる群から選択される；
（ｂ）配列番号１０５の残基２７～５４７のアミノ酸配列を含むタンパク質に結合される
場合、例えば、前記抗体分子が、ｐＨ７～８（例えば、ｐＨ７．５）及び室温で１分間の
交換について行われる水素重水素交換質量分析を使用して二価の抗体分子として試験され
るとき、コア領域Ｃ（配列番号１０５の残基３６８～３８７）から選択されるＸＣ残基に
おいて、コア領域Ａ（配列番号１０５の残基１５８～１７２）から選択されるＸＡ残基、
コア領域Ｂ（配列番号１０５の残基２０６～２１５）から選択されるＸＢ残基又はコア領
域Ｄ（配列番号１０５の残基２９７～３０９）から選択されるＸＤ残基より大きい程度ま
で平均の水素重水素交換を減少させ、ここで、
ＸＣは、１、２、３、４、５、６、７、８、９、１０、１５又は２０に等しく、
ＸＡは、１、２、３、４、５、６、７、８、９、１０、１１、１２、１３又は１４に等し
く、
ＸＢは、１、２、３、４、５、６、７、８、９又は１０に等しく、及び
ＸＤは、１、２、３、４、５、６、７、８、９、１０、１１、１２又は１３に等しい；
（ｃ）配列番号１０５の残基２７～５４７のアミノ酸配列を含むタンパク質に結合される
場合、例えば、前記抗体分子が、ｐＨ７～８（例えば、ｐＨ７．５）及び室温で１分間の
交換について行われる水素重水素交換質量分析を使用して二価の抗体分子として試験され
るとき、コア領域Ａ（配列番号１０５の残基１５８～１７２）から選択されるＸＡ残基に
おいて、コア領域Ｂ（配列番号１０５の残基２０６～２１５）から選択されるＸＢ残基、
コア領域Ｃ（配列番号１０５の残基３６８～３８７）から選択されるＸＣ残基又はコア領
域Ｄ（配列番号１０５の残基２９７～３０９）から選択されるＸＤ残基より大きい程度ま
で平均の水素重水素交換を減少させ、ここで、
ＸＡは、１、２、３、４、５、６、７、８、９、１０、１１、１２、１３又は１４に等し
く、
ＸＢは、１、２、３、４、５、６、７、８、９又は１０に等しく、
ＸＣは、１、２、３、４、５、６、７、８、９、１０、１５又は２０に等しく、及び
ＸＤは、１、２、３、４、５、６、７、８、９、１０、１１、１２又は１３に等しい；
（ｄ）配列番号１０５の残基２７～５４７のアミノ酸配列を含むタンパク質の１つ以上の
領域において、それに対して結合される場合、例えば、前記抗体分子が、ｐＨ７～８（例
えば、ｐＨ７．５）及び室温で１分間の交換について行われる水素重水素交換質量分析を
使用して二価の抗体分子として試験されるとき、水素重水素交換を減少させ、前記１つ以
上の領域は、配列番号１０５の残基１５８～１７２、残基２０６～２１５、残基３６８～
３８７及び残基８７～１０４からなる群から選択され、前記１つ以上の領域のうち、平均
の水素重水素交換の最も大きい減少を有する領域は、配列番号１０５の残基２０６～２１
５ではない；又は、
（ｅ）配列番号１０５の残基２７～５４７のアミノ酸配列を含むタンパク質に結合される
場合、
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　（ｉ）例えば、前記抗体分子が、ｐＨ７～８（例えば、ｐＨ７．５）及び室温で１分間
の交換について行われる水素重水素交換質量分析を使用して二価の抗体分子として試験さ
れるとき、配列番号１０５の残基３６８～３８７で１残基当たり例えば０．０２、０．０
３、０．０４、０．０５又は０．０６Ｄａを超える平均の水素重水素交換の減少、又は
　（ｉｉ）例えば、前記抗体分子が、ｐＨ７～８（例えば、ｐＨ７．５）及び室温で１分
間の交換について行われる水素重水素交換質量分析を使用して二価の抗体分子として試験
されるとき、配列番号１０５の残基２０６～２１５で１残基当たり例えば０．０５、０．
０４、０．０３又は０．０２Ｄａ未満の平均の水素重水素交換の減少
をもたらす、
請求項１～８のいずれか一項に記載の抗体分子。
【請求項１１】
　（ａ）配列番号１０５の残基２７～５４７のアミノ酸配列を含むタンパク質の残基Ｋ１
３６（配列番号１０５に従って番号付けされる）において、それに対して結合される場合
、例えば、前記抗体分子が、例えば実施例９において記載される方法を用いて、ＴＭＴ同
位体標識を用いて、例えば３０秒間の標識時間にわたって行われるＴＭＴ同位体標識を用
いて二価の抗体分子として試験されるとき、タンデム質量タグ（ＴＭＴ）標識を減少させ
、任意選択的に前記タンパク質の残基Ｋ１３３、Ｋ１６２、Ｋ１７９、Ｋ２０６、Ｋ２１
４、Ｋ２８５、Ｋ２９１及びＫ３４１（配列番号１０５に従って番号付けされる）の１つ
以上、例えば前記タンパク質の残基Ｋ１６２、Ｋ２０６、Ｋ２１４、Ｋ２８５、Ｋ２９１
及びＫ３４１（配列番号１０５に従って番号付けされる）の１つ以上でＴＭＴ標識をさら
に減少させる；
（ｂ）前記タンパク質の残基Ｋ２６２及びＫ２７４（配列番号１０５に従って番号付けさ
れる）の１つ又は両方において、それに対して結合される場合、例えば、前記抗体分子が
、例えば実施例９において記載される方法を用いて、ＴＭＴ同位体標識を用いて、例えば
３０秒間の標識時間にわたって行われるＴＭＴ同位体標識を用いて二価の抗体分子として
試験されるとき、ＴＭＴ標識を増加させる；
（ｃ）配列番号１０５の残基２７～５４７のアミノ酸配列を含むタンパク質の残基Ｋ２０
６及びＫ２１４（配列番号１０５に従って番号付けされる）において、それに対して結合
される場合、例えば、前記抗体分子が、例えば実施例９において記載される方法を用いて
、ＴＭＴ同位体標識を用いて二価の抗体分子として試験されるとき、ＴＭＴ標識を減少さ
せ、残基Ｋ２１４での前記減少は、残基Ｋ２０６での前記減少の９０、８０、７０、６０
又は５０％以上であり、例えば、残基Ｋ２１４での前記減少は、３０秒間の標識時間にわ
たって行われるＴＭＴ同位体標識を用いる残基Ｋ２０６での前記減少の９０、８０、７０
、６０又は５０％以上であり、例えば、残基Ｋ２１４での前記減少は、３００秒間の標識
時間にわたって行われるＴＭＴ同位体標識を用いる残基Ｋ２０６での前記減少の９０、８
０、７０、６０、５０、４０又は３０％以上である；又は
（ｄ）配列番号１０５の残基２７～５４７のアミノ酸配列を含むタンパク質の残基Ｋ１６
２（配列番号１０５に従って番号付けされる）において、それに対して結合される場合、
例えば、前記抗体分子が、例えば実施例９において記載される方法を用いて二価の抗体分
子として試験されるとき、前記抗体分子が、３０秒間の標識時間にわたって行われるＴＭ
Ｔ同位体標識を用いて試験されるとき、ＴＭＴ標識を減少させ、
　（ｉ）３００秒間の標識時間にわたって行われるＴＭＴ同位体標識を用いて試験される
ときに残基Ｋ１６２でＴＭＴ標識を減少させないか、又は
　（ｉｉ）３００秒間の標識時間にわたって行われるＴＭＴ同位体標識を用いて試験され
るときに残基Ｋ１６２でＴＭＴ標識を減少させ、３００秒の標識時間下における残基Ｋ１
６２での前記減少は、３０秒の標識時間下における残基Ｋ１６２での前記減少の２０、３
０、４０又は５０％以下である、
請求項１～８及び１０のいずれか一項に記載の抗体分子。
【請求項１２】
　（ｉ）例えば、実施例８において記載される方法を用いて、例えば結晶構造解析を用い



(10) JP 2020-530263 A5 2021.7.29

て測定されるとおり、例えば静電相互作用及び／又は水素結合を介してＣＤ７３の１つ以
上の残基に結合し、前記１つ以上の残基は、配列番号１０５に従って番号付けされる残基
Ｙ１１０、Ｋ１３６、Ｌ１３２、Ｌ１５７、Ｋ１６２、Ｓ１５５及びＴ２０９からなる群
から選択される；
（ｉｉ）前記抗体分子（例えば、前記重鎖可変領域、例えばＫａｂａｔナンバリングに従
って番号付けされる前記重鎖可変領域のＲ５４）は、例えば、実施例８において記載され
る方法を用いて、例えば結晶構造解析を用いて測定されるとおり、例えば静電相互作用を
介して、ＣＤ７３（配列番号１０５に従って番号付けされる）のＹ１１０（例えば、Ｙ１
１０の主鎖カルボニル）又はＫ１３６（例えば、Ｋ１３６の主鎖カルボニル）に結合する
；
（ｉｉｉ）前記抗体分子（例えば、前記重鎖可変領域、例えばＫａｂａｔナンバリングに
従って番号付けされる前記重鎖可変領域のＲ３１）は、例えば、実施例８において記載さ
れる方法を用いて、例えば結晶構造解析を用いて測定されるとおり、例えば静電相互作用
を介して、ＣＤ７３（配列番号１０５に従って番号付けされる）のＬ１３２（例えば、Ｌ
１３２の主鎖カルボニル）又はＬ１５７（例えば、Ｌ１５７の主鎖カルボニル）に結合す
る；
（ｉｖ）前記抗体分子（例えば、前記重鎖可変領域、例えばＫａｂａｔナンバリングに従
って番号付けされる前記重鎖可変領域のＳ９９（例えば、Ｓ９９の主鎖カルボニル）、Ｒ
３１（例えば、Ｒ３１の主鎖カルボニル）又はＥ９５（例えば、Ｅ９５の側鎖））は、例
えば、実施例８において記載される方法を用いて、例えば結晶構造解析を用いて測定され
るとおり、例えば静電相互作用を介して、ＣＤ７３（配列番号１０５に従って番号付けさ
れる）のＫ１６２（例えば、Ｋ１６２の側鎖）に結合する；
（ｖ）前記抗体分子（例えば、前記重鎖可変領域、例えばＫａｂａｔナンバリングに従っ
て番号付けされる前記重鎖可変領域のＥ９８）は、例えば、実施例８において記載される
方法を用いて、例えば結晶構造解析を用いて測定されるとおり、例えば水素結合を介して
、ＣＤ７３（配列番号１０５に従って番号付けされる）のＳ１５５（例えば、Ｓ１５５の
側鎖）に結合する；
（ｖｉ）前記抗体分子（例えば、前記軽鎖可変領域、例えばＫａｂａｔナンバリングに従
って番号付けされる前記軽鎖可変領域のＷ３２（例えば、Ｗ３２の側鎖））は、例えば、
実施例８において記載される方法を用いて、例えば結晶構造解析を用いて測定されるとお
り、例えば水素結合を介して、ＣＤ７３（配列番号１０５に従って番号付けされる）のＴ
２０９（例えば、Ｔ２０９の側鎖）に結合する；
（ｖｉｉ）例えば、実施例８において記載される方法を用いて、例えば結晶構造解析を用
いて測定されるとおり、例えば形状相補性及び／又はファンデルワールス相互作用を介し
て、ＣＤ７３の１つ以上の領域に結合し、前記１つ以上の領域は、配列番号１０５に従っ
て番号付けされる残基１５５～１７０、１３６～１３８及び２０９～２１０からなる群か
ら選択される；
（ｖｉｉｉ）前記抗体分子（例えば、前記重鎖可変領域、例えばＫａｂａｔナンバリング
に従って番号付けされる前記重鎖可変領域の残基３３、５０、５２、５６、９７、９８、
１００又は１００ａ）は、例えば、実施例８において記載される方法を用いて、例えば結
晶構造解析を用いて測定されるとおり、例えば形状相補性及び／又はファンデルワールス
相互作用を介して、ＣＤ７３の残基１５５～１７０（配列番号１０５に従って番号付けさ
れる）に結合する；
（ｉｘ）前記抗体分子（例えば、前記重鎖可変領域、例えばＫａｂａｔナンバリングに従
って番号付けされる前記重鎖可変領域の残基３０又は３１）は、例えば、実施例８におい
て記載される方法を用いて、例えば結晶構造解析を用いて測定されるとおり、例えば形状
相補性及び／又はファンデルワールス相互作用を介して、ＣＤ７３の残基１３６～１３８
（配列番号１０５に従って番号付けされる）に結合する；又は
（ｘ）前記抗体分子（例えば、前記軽鎖可変領域、例えばＫａｂａｔナンバリングに従っ
て番号付けされる前記軽鎖可変領域の残基３０又は３２）は、例えば、実施例８において
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記載される方法を用いて、例えば結晶構造解析を用いて測定されるとおり、ＣＤ７３の残
基２０９～２１０（配列番号１０５に従って番号付けされる）に結合する、
請求項１～８、１０及び１１のいずれか一項に記載の抗体分子。
【請求項１３】
　ヒトＣＤ７３二量体であって、第１のＣＤ７３単量体及び第２のＣＤ７３単量体からな
るヒトＣＤ７３二量体に結合する抗体分子であって、前記抗体分子が第１の抗原結合ドメ
イン及び第２の抗原結合ドメインを含む場合、前記第１の抗原結合ドメインは、前記第１
のＣＤ７３単量体に結合し、且つ前記第２の抗原結合ドメインは、前記第２のＣＤ７３単
量体に結合する、抗体分子。
【請求項１４】
　複数のヒトＣＤ７３二量体であって、第１のＣＤ７３単量体及び第２のＣＤ７３単量体
からなり、各単量体は、配列番号１０５の残基２７～５４７のアミノ酸配列を含む、ヒト
ＣＤ７３二量体に結合する複数の抗体を含む組成物であって、前記複数における前記抗体
分子がそれぞれ同じ第１の抗原結合ドメイン及び同じ第２の抗原結合ドメインを含む場合
、
　（ｉ）前記組成物中の前記抗体分子の少なくとも３０％、３５％又は４０％は、前記Ｃ
Ｄ７３二量体に結合して複合体を形成し、前記複合体の各々は、１つの抗体分子及び１つ
のＣＤ７３二量体からなる；又は
　（ｉｉ）前記組成物中の前記抗体分子の最大で６０％、６５％又は７０％は、前記ＣＤ
７３二量体に結合して複合体を形成し、前記複合体の各々は、２つ以上の抗体分子及び２
つ以上のＣＤ７３二量体を含む、
組成物。
【請求項１５】
　ヒトＣＤ７３に結合する抗体分子であって、配列番号１０５の残基２７～５４７のアミ
ノ酸配列を含むタンパク質の１つ以上の領域において、それに対して結合される場合、例
えば、前記抗体分子が、水素重水素交換質量分析を使用して二価の抗体分子として試験さ
れるとき、水素重水素交換を減少させ、前記１つ以上の領域は、配列番号１０５の残基１
５８～１７２、残基２０６～２１５、残基３６８～３８７及び残基８７～１０４からなる
群から選択される、抗体分子。
【請求項１６】
　（ａ）配列番号１０５の残基２７～５４７のアミノ酸配列を含むタンパク質に結合され
る場合、例えば、前記抗体分子が、ｐＨ７～８（例えば、ｐＨ７．５）及び室温で１分間
の交換について行われる水素重水素交換質量分析を使用して二価の抗体分子として試験さ
れるとき、コア領域Ｃ（配列番号１０５の残基３６８～３８７）から選択されるＸＣ残基
において、コア領域Ａ（配列番号１０５の残基１５８～１７２）から選択されるＸＡ残基
、コア領域Ｂ（配列番号１０５の残基２０６～２１５）から選択されるＸＢ残基又はコア
領域Ｄ（配列番号１０５の残基２９７～３０９）から選択されるＸＤ残基より大きい程度
まで平均の水素重水素交換を減少させ、ここで、
ＸＣは、１、２、３、４、５、６、７、８、９、１０、１５又は２０に等しく、
ＸＡは、１、２、３、４、５、６、７、８、９、１０、１１、１２、１３又は１４に等し
く、
ＸＢは、１、２、３、４、５、６、７、８、９又は１０に等しく、及び
ＸＤは、１、２、３、４、５、６、７、８、９、１０、１１、１２又は１３に等しい、抗
体分子；
（ｂ）配列番号１０５の残基２７～５４７のアミノ酸配列を含むタンパク質に結合される
場合、例えば、前記抗体分子が、ｐＨ７～８（例えば、ｐＨ７．５）及び室温で１分間の
交換について行われる水素重水素交換質量分析を使用して二価の抗体分子として試験され
るとき、コア領域Ａ（配列番号１０５の残基１５８～１７２）から選択されるＸＡ残基に
おいて、コア領域Ｂ（配列番号１０５の残基２０６～２１５）から選択されるＸＢ残基、
コア領域Ｃ（配列番号１０５の残基３６８～３８７）から選択されるＸＣ残基又はコア領
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域Ｄ（配列番号１０５の残基２９７～３０９）から選択されるＸＤ残基より大きい程度ま
で平均の水素重水素交換を減少させ、ここで、
ＸＡは、１、２、３、４、５、６、７、８、９、１０、１１、１２、１３又は１４に等し
く、
ＸＢは、１、２、３、４、５、６、７、８、９又は１０に等しく、
ＸＣは、１、２、３、４、５、６、７、８、９、１０、１５又は２０に等しく、及び
ＸＤは、１、２、３、４、５、６、７、８、９、１０、１１、１２又は１３に等しい、抗
体分子；
（ｃ）配列番号１０５の残基２７～５４７のアミノ酸配列を含むタンパク質の１つ以上の
領域において、それに対して結合される場合、例えば、前記抗体分子が、ｐＨ７～８（例
えば、ｐＨ７．５）及び室温で１分間の交換について行われる水素重水素交換質量分析を
使用して二価の抗体分子として試験されるとき、水素重水素交換を減少させ、前記１つ以
上の領域は、配列番号１０５の残基１５８～１７２、残基２０６～２１５、残基３６８～
３８７及び残基８７～１０４からなる群から選択され、前記１つ以上の領域のうち、平均
の水素重水素交換の最も大きい減少を有する領域は、配列番号１０５の残基２０６～２１
５ではない、抗体分子；又は
（ｄ）配列番号１０５の残基２７～５４７のアミノ酸配列を含むタンパク質に結合される
場合、
　（ｉ）例えば、前記抗体分子が、ｐＨ７～８（例えば、ｐＨ７．５）及び室温で１分間
の交換について行われる水素重水素交換質量分析を使用して二価の抗体分子として試験さ
れるとき、配列番号１０５の残基３６８～３８７で１残基当たり例えば０．０２、０．０
３、０．０４、０．０５又は０．０６Ｄａを超える平均の水素重水素交換の減少、又は
　（ｉｉ）例えば、前記抗体分子が、ｐＨ７～８（例えば、ｐＨ７．５）及び室温で１分
間の交換について行われる水素重水素交換質量分析を使用して二価の抗体分子として試験
されるとき、配列番号１０５の残基２０６～２１５で１残基当たり例えば０．０５、０．
０４、０．０３又は０．０２Ｄａ未満の平均の水素重水素交換の減少
をもたらす、抗体分子、
である、請求項１５に記載の抗体分子。
【請求項１７】
　ヒトＣＤ７３に結合する抗体分子であって、配列番号１０５の残基２７～５４７のアミ
ノ酸配列を含むタンパク質の残基Ｋ１３６（配列番号１０５に従って番号付けされる）に
おいて、それに対して結合される場合、例えば、前記抗体分子が、例えば実施例９におい
て記載される方法を用いて、ＴＭＴ同位体標識を用いて、例えば３０秒間の標識時間にわ
たって行われるＴＭＴ同位体標識を用いて二価の抗体分子として試験されるとき、タンデ
ム質量タグ（ＴＭＴ）標識を減少させ、任意選択的に前記タンパク質の残基Ｋ１３３、Ｋ
１６２、Ｋ１７９、Ｋ２０６、Ｋ２１４、Ｋ２８５、Ｋ２９１及びＫ３４１（配列番号１
０５に従って番号付けされる）の１つ以上、例えば前記タンパク質の残基Ｋ１６２、Ｋ２
０６、Ｋ２１４、Ｋ２８５、Ｋ２９１及びＫ３４１（配列番号１０５に従って番号付けさ
れる）の１つ以上でＴＭＴ標識をさらに減少させる、抗体分子。
【請求項１８】
　（ａ）前記タンパク質の残基Ｋ２６２及びＫ２７４（配列番号１０５に従って番号付け
される）の１つ又は両方において、それに対して結合される場合、例えば、前記抗体分子
が、例えば実施例９において記載される方法を用いて、ＴＭＴ同位体標識を用いて、例え
ば３０秒間の標識時間にわたって行われるＴＭＴ同位体標識を用いて二価の抗体分子とし
て試験されるとき、ＴＭＴ標識を増加させる；
（ｂ）配列番号１０５の残基２７～５４７のアミノ酸配列を含むタンパク質の残基Ｋ２０
６及びＫ２１４（配列番号１０５に従って番号付けされる）において、それに対して結合
される場合、例えば、前記抗体分子が、例えば実施例９において記載される方法を用いて
、ＴＭＴ同位体標識を用いて二価の抗体分子として試験されるとき、ＴＭＴ標識を減少さ
せ、残基Ｋ２１４での前記減少は、残基Ｋ２０６での前記減少の９０、８０、７０、６０
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又は５０％以上であり、例えば、残基Ｋ２１４での前記減少は、３０秒間の標識時間にわ
たって行われるＴＭＴ同位体標識を用いる残基Ｋ２０６での前記減少の９０、８０、７０
、６０又は５０％以上であり、例えば、残基Ｋ２１４での前記減少は、３００秒間の標識
時間にわたって行われるＴＭＴ同位体標識を用いる残基Ｋ２０６での前記減少の９０、８
０、７０、６０、５０、４０又は３０％以上である；又は
（ｃ）配列番号１０５の残基２７～５４７のアミノ酸配列を含むタンパク質の残基Ｋ１６
２（配列番号１０５に従って番号付けされる）において、それに対して結合される場合、
例えば、前記抗体分子が、例えば実施例９において記載される方法を用いて二価の抗体分
子として試験されるとき、前記抗体分子が、３０秒間の標識時間にわたって行われるＴＭ
Ｔ同位体標識を用いて試験されるとき、ＴＭＴ標識を減少させ、
　（ｉ）３００秒間の標識時間にわたって行われるＴＭＴ同位体標識を用いて試験される
ときに残基Ｋ１６２でＴＭＴ標識を減少させないか、又は
　（ｉｉ）３００秒間の標識時間にわたって行われるＴＭＴ同位体標識を用いて試験され
るときに残基Ｋ１６２でＴＭＴ標識を減少させ、３００秒の標識時間下における残基Ｋ１
６２での前記減少は、３０秒の標識時間下における残基Ｋ１６２での前記減少の２０、３
０、４０又は５０％以下である、
請求項１７に記載の抗体分子。
【請求項１９】
　ヒトＣＤ７３に結合する抗体分子であって、例えば、実施例８において記載される方法
を用いて、例えば結晶構造解析を用いて測定されるとおり、例えば静電相互作用及び／又
は水素結合を介してＣＤ７３の１つ以上の残基に結合し、前記１つ以上の残基は、配列番
号１０５に従って番号付けされる残基Ｙ１１０、Ｋ１３６、Ｌ１３２、Ｌ１５７、Ｋ１６
２、Ｓ１５５及びＴ２０９からなる群から選択される、抗体分子。
【請求項２０】
　（ａ）重鎖可変領域及び軽鎖可変領域を含み、以下の特性：
　（ｉ）前記抗体分子（例えば、前記重鎖可変領域、例えばＫａｂａｔナンバリングに従
って番号付けされる前記重鎖可変領域のＲ５４）は、例えば、実施例８において記載され
る方法を用いて、例えば結晶構造解析を用いて測定されるとおり、例えば静電相互作用を
介して、ＣＤ７３（配列番号１０５に従って番号付けされる）のＹ１１０（例えば、Ｙ１
１０の主鎖カルボニル）又はＫ１３６（例えば、Ｋ１３６の主鎖カルボニル）に結合する
こと、
　（ｉｉ）前記抗体分子（例えば、前記重鎖可変領域、例えばＫａｂａｔナンバリングに
従って番号付けされる前記重鎖可変領域のＲ３１）は、例えば、実施例８において記載さ
れる方法を用いて、例えば結晶構造解析を用いて測定されるとおり、例えば静電相互作用
を介して、ＣＤ７３（配列番号１０５に従って番号付けされる）のＬ１３２（例えば、Ｌ
１３２の主鎖カルボニル）又はＬ１５７（例えば、Ｌ１５７の主鎖カルボニル）に結合す
ること、
　（ｉｉｉ）前記抗体分子（例えば、前記重鎖可変領域、例えばＫａｂａｔナンバリング
に従って番号付けされる前記重鎖可変領域のＳ９９（例えば、Ｓ９９の主鎖カルボニル）
、Ｒ３１（例えば、Ｒ３１の主鎖カルボニル）又はＥ９５（例えば、Ｅ９５の側鎖））は
、例えば、実施例８において記載される方法を用いて、例えば結晶構造解析を用いて測定
されるとおり、例えば静電相互作用を介して、ＣＤ７３（配列番号１０５に従って番号付
けされる）のＫ１６２（例えば、Ｋ１６２の側鎖）に結合すること、
　（ｉｖ）前記抗体分子（例えば、前記重鎖可変領域、例えばＫａｂａｔナンバリングに
従って番号付けされる前記重鎖可変領域のＥ９８）は、例えば、実施例８において記載さ
れる方法を用いて、例えば結晶構造解析を用いて測定されるとおり、例えば水素結合を介
して、ＣＤ７３（配列番号１０５に従って番号付けされる）のＳ１５５（例えば、Ｓ１５
５の側鎖）に結合すること、及び
　（ｖ）前記抗体分子（例えば、前記軽鎖可変領域、例えばＫａｂａｔナンバリングに従
って番号付けされる前記軽鎖可変領域のＷ３２（例えば、Ｗ３２の側鎖））は、例えば、
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実施例８において記載される方法を用いて、例えば結晶構造解析を用いて測定されるとお
り、例えば水素結合を介して、ＣＤ７３（配列番号１０５に従って番号付けされる）のＴ
２０９（例えば、Ｔ２０９の側鎖）に結合すること
の１つ以上（例えば、１つ、２つ、３つ、４つ又は全て）を有する；
（ｂ）例えば、実施例８において記載される方法を用いて、例えば結晶構造解析を用いて
測定されるとおり、例えば形状相補性及び／又はファンデルワールス相互作用を介して、
ＣＤ７３の１つ以上の領域に結合し、前記１つ以上の領域は、配列番号１０５に従って番
号付けされる残基１５５～１７０、１３６～１３８及び２０９～２１０からなる群から選
択される；又は
（ｃ）重鎖可変領域及び軽鎖可変領域を含み、以下の特性：
　（ｉ）前記抗体分子（例えば、前記重鎖可変領域、例えばＫａｂａｔナンバリングに従
って番号付けされる前記重鎖可変領域の残基３３、５０、５２、５６、９７、９８、１０
０又は１００ａ）は、例えば、実施例８において記載される方法を用いて、例えば結晶構
造解析を用いて測定されるとおり、例えば形状相補性及び／又はファンデルワールス相互
作用を介して、ＣＤ７３の残基１５５～１７０（配列番号１０５に従って番号付けされる
）に結合すること、
　（ｉｉ）前記抗体分子（例えば、前記重鎖可変領域、例えばＫａｂａｔナンバリングに
従って番号付けされる前記重鎖可変領域の残基３０又は３１）は、例えば、実施例８にお
いて記載される方法を用いて、例えば結晶構造解析を用いて測定されるとおり、例えば形
状相補性及び／又はファンデルワールス相互作用を介して、ＣＤ７３の残基１３６～１３
８（配列番号１０５に従って番号付けされる）に結合すること、及び
　（ｉｉｉ）前記抗体分子（例えば、前記軽鎖可変領域、例えばＫａｂａｔナンバリング
に従って番号付けされる前記軽鎖可変領域の残基３０又は３２）は、例えば、実施例８に
おいて記載される方法を用いて、例えば結晶構造解析を用いて測定されるとおり、ＣＤ７
３の残基２０９～２１０（配列番号１０５に従って番号付けされる）に結合すること
の１つ以上（例えば、１つ、２つ又は全て）を有する、
請求項１９に記載の抗体分子。
【請求項２１】
　請求項１～８、１０～１３及び１５～２０のいずれか一項に記載の抗体分子とヒトＣＤ
７３に対する結合に関して競合する抗体分子。
【請求項２２】
　請求項１～８、１０～１３及び１５～２０のいずれか一項に記載の抗体分子と同じエピ
トープ、実質的に同じエピトープ、重複するエピトープ又は実質的に重複するエピトープ
に結合する抗体分子。
【請求項２３】
　請求項１～８、１０～１３及び１５～２２のいずれか一項に記載の抗体分子又は請求項
９又は１４に記載の組成物、及び薬学的に許容される担体、賦形剤又は安定剤を含む医薬
組成物。
【請求項２４】
　請求項１～８、１０～１３及び１５～２２のいずれか一項に記載の抗体分子の前記抗体
重鎖又は軽鎖可変領域をコードする核酸。
【請求項２５】
　（ｉ）重鎖可変領域をコードする核酸であって、配列番号４５、７８、８５、１４３、
１５２若しくは１６０のヌクレオチド配列又は配列番号４５、７８、８５、１４３、１５
２若しくは１６０と少なくとも約８５％、９０％、９５％若しくは９９％の配列同一性を
有するヌクレオチド配列を含む核酸；
（ｉｉ）重鎖をコードし、配列番号４７、８０、８７、６９、３４若しくは１３のヌクレ
オチド配列又は配列番号４７、８０、８７、６９、３４若しくは１３と少なくとも約８５
％、９０％、９５％若しくは９９％の配列同一性を有するヌクレオチド配列を含む核酸；
（ｉｉｉ）軽鎖可変領域をコードする核酸であって、配列番号５６、１４４、２２若しく
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は１７０のヌクレオチド配列又は配列番号５６、１４４、２２若しくは１７０と少なくと
も約８５％、９０％、９５％若しくは９９％の配列同一性を有するヌクレオチド配列を含
む核酸；又は
（ｉｖ）軽鎖をコードし、配列番号５８若しくは２４のヌクレオチド配列、又は配列番号
５８若しくは２４と少なくとも約８５％、９０％、９５％若しくは９９％の配列同一性を
有するヌクレオチド配列を含む核酸
である、請求項２４に記載の核酸。
【請求項２６】
　請求項２４又は２５に記載の核酸を含む発現ベクター。
【請求項２７】
　請求項２４又は２５に記載の核酸又は請求項２６に記載の発現ベクターを含む、宿主細
胞。
【請求項２８】
　抗体分子を作製する方法であって、遺伝子発現に好適な条件下で請求項２７に記載の宿
主細胞を培養することを含む方法。
【請求項２９】
　対象において免疫応答を刺激するために用いられる、請求項１～８、１０～１３及び１
５～２２のいずれか一項に記載の抗体分子、請求項９又は１４に記載の組成物又は請求項
２３に記載の医薬組成物を含む、組成物。
【請求項３０】
　対象において癌を治療するために用いられる、請求項１～８、１０～１３及び１５～２
２のいずれか一項に記載の抗体分子、請求項９又は１４に記載の組成物又は請求項２３に
記載の医薬組成物を含む、組成物。
【請求項３１】
　前記癌は、肺癌（例えば、非小細胞肺癌）、膵臓癌（例えば、膵管腺癌）、乳癌（例え
ば、三種陰性乳癌）、黒色腫、頭頸部癌（例えば、扁平上皮頭頸部癌）、結腸直腸癌（例
えば、マイクロサテライト安定性（ＭＳＳ）結腸直腸癌）、卵巣癌又は腎臓癌（例えば、
腎細胞癌）から選択される、請求項３０に記載の組成物。
【請求項３２】
　（ｉ）前記抗体分子は、約１００ｍｇ～１６００ｍｇ、約１００ｍｇ～１４００ｍｇ、
約１００ｍｇ～１２００ｍｇ、約１００ｍｇ～１０００ｍｇ、約１００ｍｇ～８００ｍｇ
、約１００ｍｇ～６００ｍｇ、約１００ｍｇ～４００ｍｇ、約１００ｍｇ～２００ｍｇ又
は約１００ｍｇ、約１８０ｍｇ若しくは約２００ｍｇの用量において２週間毎に１回（Ｑ
２Ｗ）投与され、任意選択的に、前記抗体分子は、少なくとも約１８０ｍｇの用量におい
てＱ２Ｗで投与される；
（ｉｉ）前記抗体分子は、約５ｍｇ～１００ｍｇ、約１００ｍｇ～５００ｍｇ、約５００
ｍｇ～１０００ｍｇ、約１０００ｍｇ～１５００ｍｇ、約１５００ｍｇ～２０００ｍｇ、
約２０００ｍｇ～２５００ｍｇ、約２５００ｍｇ～３０００ｍｇ、約３０００ｍｇ～３５
００ｍｇ又は約３５００ｍｇ～４０００ｍｇの用量、例えば約６ｍｇ、約２０ｍｇ、約６
０ｍｇ、約２００ｍｇ、約６００ｍｇ、約１２００ｍｇ、約２４００ｍｇ、約３０００ｍ
ｇ又は約３６００ｍｇの用量において、例えば１週間毎に１回（ＱＷ）、２週間毎に１回
（Ｑ２Ｗ）又は４週間毎に１回（Ｑ４Ｗ）、例えばＱ２Ｗで例えば静脈内に投与される、
（ｉｉｉ）前記抗体分子は、ＰＤ－１阻害剤と組み合わせて投与され、任意選択的に、
　前記ＰＤ－１阻害剤は、ＰＤＲ００１、ニボルマブ、ペムブロリズマブ、ピディリズマ
ブ、ＭＥＤＩ０６８０、ＲＥＧＮ２８１０、ＴＳＲ－０４２、ＰＦ－０６８０１５９１及
びＡＭＰ－２２４からなる群から選択され、
　前記抗ＰＤ－１阻害剤は、抗ＰＤ－１抗体分子であり、前記抗ＰＤ－１抗体分子は、約
２５０ｍｇ～３５０ｍｇ、約３５０ｍｇ～４５０ｍｇ又は約４５０ｍｇ～５５０ｍｇの用
量、例えば約３００ｍｇ又は約４００ｍｇの用量において、例えば３週間毎に１回（Ｑ３
Ｗ）又は４週間毎に１回（Ｑ４Ｗ）、例えば約３００ｍｇの用量においてＱ３Ｗ又は約４
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００ｍｇの用量においてＱ４Ｗで例えば静脈内に投与され、
　前記抗ＣＤ７３抗体分子は、約５ｍｇ～１００ｍｇ、例えば２０ｍｇの容量においてＱ
２Ｗで例えば静脈内に投与され、且つ前記抗ＰＤ－１抗体分子は、約３５０ｍｇ～４５０
ｍｇ、例えば４００ｍｇの用量においてＱ４Ｗで例えば静脈内に投与され、
　前記抗ＣＤ７３抗体分子は、約５ｍｇ～１００ｍｇ、例えば６０ｍｇの用量においてＱ
２Ｗで例えば静脈内に投与され、且つ前記抗ＰＤ－１抗体分子は、約３５０ｍｇ～４５０
ｍｇ、例えば４００ｍｇの用量においてＱ４Ｗで例えば静脈内に投与され、
　前記抗ＣＤ７３抗体分子は、約１００ｍｇ～５００ｍｇ、例えば２００ｍｇの用量にお
いてＱ２Ｗで例えば静脈内に投与され、且つ前記抗ＰＤ－１抗体分子は、約３５０ｍｇ～
４５０ｍｇ、例えば４００ｍｇの用量においてＱ４Ｗで例えば静脈内に投与され、
　前記抗ＣＤ７３抗体分子は、約５００ｍｇ～１０００ｍｇ、例えば６００ｍｇの用量に
おいてＱ２Ｗで例えば静脈内に投与され、且つ前記抗ＰＤ－１抗体分子は、約３５０ｍｇ
～４５０ｍｇ、例えば４００ｍｇの用量においてＱ４Ｗで例えば静脈内に投与され、
　前記抗ＣＤ７３抗体分子は、約１０００ｍｇ～１５００ｍｇ、例えば１２００ｍｇの用
量においてＱ２Ｗで例えば静脈内に投与され、且つ前記抗ＰＤ－１抗体分子は、約３５０
ｍｇ～４５０ｍｇ、例えば４００ｍｇの用量においてＱ４Ｗで例えば静脈内に投与され、
　前記抗ＣＤ７３抗体分子は、約２０００ｍｇ～２５００ｍｇ、例えば２４００ｍｇの用
量においてＱ２Ｗで例えば静脈内に投与され、且つ前記抗ＰＤ－１抗体分子は、約３５０
ｍｇ～４５０ｍｇ、例えば４００ｍｇの用量においてＱ４Ｗで例えば静脈内に投与され、
　前記抗ＣＤ７３抗体分子は、約３０００ｍｇ～３５００ｍｇ、例えば３０００ｍｇの用
量においてＱ２Ｗで例えば静脈内に投与され、且つ前記抗ＰＤ－１抗体分子は、約３５０
ｍｇ～４５０ｍｇ、例えば４００ｍｇの用量においてＱ４Ｗで例えば静脈内に投与され、
又は
　前記抗ＣＤ７３抗体分子は、約３５００ｍｇ～４０００ｍｇ、例えば３６００ｍｇの用
量においてＱ２Ｗで例えば静脈内に投与され、且つ前記抗ＰＤ－１抗体分子は、約３５０
ｍｇ～４５０ｍｇ、例えば４００ｍｇの用量においてＱ４Ｗで例えば静脈内に投与される
；
（ｉｖ）前記抗体分子は、アデノシンＡ２ＡＲアンタゴニストと組み合わせて投与され、
任意選択的に、
　前記アデノシンＡ２ＡＲアンタゴニストは、ＰＢＦ５０９、ＣＰＩ４４４、ＡＺＤ４６
３５、ビパデナント、ＧＢＶ－２０３４及びＡＢ９２８からなる群から選択され、
　前記アデノシンＡ２ＡＲアンタゴニストは、５－ブロモ－２，６－ジ－（１Ｈ－ピラゾ
ール－１－イル）ピリミジン－４－アミン；（Ｓ）－７－（５－メチルフラン－２－イル
）－３－（（６－（（（テトラヒドロフラン－３－イル）オキシ）メチル）ピリジン－２
－イル）メチル）－３Ｈ－［１，２，３］トリアゾロ［４，５－ｄ］ピリミジン－５－ア
ミン；（Ｒ）－７－（５－メチルフラン－２－イル）－３－（（６－（（（テトラヒドロ
フラン－３－イル）オキシ）メチル）ピリジン－２－イル）メチル）－３Ｈ－［１，２，
３］トリアゾロ［４，５－ｄ］ピリミジン－５－アミン又はそのラセミ体；７－（５－メ
チルフラン－２－イル）－３－（（６－（（（テトラヒドロフラン－３－イル）オキシ）
メチル）ピリジン－２－イル）メチル）－３Ｈ－［１，２，３］トリアゾロ［４，５－ｄ
］ピリミジン－５－アミン；及び６－（２－クロロ－６－メチルピリジン－４－イル）－
５－（４－フルオロフェニル）－１，２，４－トリアジン－３－アミンからなる群から選
択され、
　前記アデノシンＡ２ＡＲアンタゴニストは、約２０ｍｇ～６０ｍｇ、約６０ｍｇ～１０
０ｍｇ、約１００ｍｇ～１４０ｍｇ、約１４０ｍｇ～１８０ｍｇ、約１８０ｍｇ～２２０
ｍｇ、約２２０ｍｇ～２６０ｍｇ、約２６０ｍｇ～３００ｍｇ、約３００ｍｇ～３４０ｍ
ｇ、約３４０ｍｇ～３８０ｍｇ、約３８０ｍｇ～４８０ｍｇ、約４８０ｍｇ～５８０ｍｇ
又は約５８０ｍｇ～６８０ｍｇの用量、例えば約４０ｍｇ、約８０ｍｇ、約１６０ｍｇ、
約３２０ｍｇ、約４８０ｍｇ又は約６２０ｍｇの用量において、例えば１日１回（ＱＤ）
、１日２回（ＢＩＤ）又は１日３回（ＴＩＤ）、例えばＢＩＤで例えば経口投与され、
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　前記抗ＣＤ７３抗体分子は、約５ｍｇ～１００ｍｇ、例えば２０ｍｇの用量においてＱ
２Ｗで例えば静脈内に投与され、且つ前記アデノシンＡ２ＡＲアンタゴニストは、約２０
ｍｇ～６０ｍｇ、例えば４０ｍｇの用量においてＢＩＤで例えば経口投与され、
　前記抗ＣＤ７３抗体分子は、約５ｍｇ～１００ｍｇ、例えば６０ｍｇの用量においてＱ
２Ｗで例えば静脈内に投与され、且つ前記アデノシンＡ２ＡＲアンタゴニストは、約２０
ｍｇ～６０ｍｇ、例えば４０ｍｇの用量においてＢＩＤで例えば経口投与され、
　前記抗ＣＤ７３抗体分子は、約１００ｍｇ～５００ｍｇ、例えば２００ｍｇの用量にお
いてＱ２Ｗで例えば静脈内に投与され、且つ前記アデノシンＡ２ＡＲアンタゴニストは、
約６０ｍｇ～１００ｍｇ、例えば８０ｍｇの用量においてＢＩＤで例えば経口投与され、
　前記抗ＣＤ７３抗体分子は、約１００ｍｇ～５００ｍｇ、例えば２００ｍｇの用量にお
いてＱ２Ｗで例えば静脈内に投与され、且つ前記アデノシンＡ２ＡＲアンタゴニストは、
約１４０ｍｇ～１８０ｍｇ、例えば１６０ｍｇの用量においてＢＩＤで例えば経口投与さ
れ、
　前記抗ＣＤ７３抗体分子は、約５００ｍｇ～１０００ｍｇ、例えば６００ｍｇの用量に
おいてＱ２Ｗで例えば静脈内に投与され、且つ前記アデノシンＡ２ＡＲアンタゴニストは
、約１４０ｍｇ～１８０ｍｇ、例えば１６０ｍｇの用量においてＢＩＤで例えば経口投与
され、
　前記抗ＣＤ７３抗体分子は、約１０００ｍｇ～１５００ｍｇ、例えば１２００ｍｇの用
量においてＱ２Ｗで例えば静脈内に投与され、且つ前記アデノシンＡ２ＡＲアンタゴニス
トは、約１４０ｍｇ～１８０ｍｇ、例えば１６０ｍｇの用量においてＢＩＤで例えば経口
投与され、
　前記抗ＣＤ７３抗体分子は、約２０００ｍｇ～２５００ｍｇ、例えば２４００ｍｇの用
量においてＱ２Ｗで例えば静脈内に投与され、且つ前記アデノシンＡ２ＡＲアンタゴニス
トは、約１４０ｍｇ～１８０ｍｇ、例えば１６０ｍｇの用量においてＢＩＤで例えば経口
投与され、
　前記抗ＣＤ７３抗体分子は、約２０００ｍｇ～２５００ｍｇ、例えば２４００ｍｇの用
量においてＱ２Ｗで例えば静脈内に投与され、且つ前記アデノシンＡ２ＡＲアンタゴニス
トは、約３００ｍｇ～３４０ｍｇ、例えば３２０ｍｇの用量においてＢＩＤで例えば経口
投与され、
　前記抗ＣＤ７３抗体分子は、約２０００ｍｇ～２５００ｍｇ、例えば２４００ｍｇの用
量においてＱ２Ｗで例えば静脈内に投与され、且つ前記アデノシンＡ２ＡＲアンタゴニス
トは、約４８０ｍｇ～５８０ｍｇ、例えば４８０ｍｇの用量においてＢＩＤで例えば経口
投与され、
　前記抗ＣＤ７３抗体分子は、約２０００ｍｇ～２５００ｍｇ、例えば２４００ｍｇの用
量においてＱ２Ｗで例えば静脈内に投与され、且つ前記アデノシンＡ２ＡＲアンタゴニス
トは、約５８０ｍｇ～６８０ｍｇ、例えば６２０ｍｇの用量においてＢＩＤで例えば経口
投与され、
　前記抗ＣＤ７３抗体分子は、約３０００ｍｇ～３５００ｍｇ、例えば３０００ｍｇの用
量においてＱ２Ｗで例えば静脈内に投与され、且つ前記アデノシンＡ２ＡＲアンタゴニス
トは、約３００ｍｇ～３４０ｍｇ、例えば３２０ｍｇの用量においてＢＩＤで例えば経口
投与され、
　前記抗ＣＤ７３抗体分子は、約３０００ｍｇ～３５００ｍｇ、例えば３０００ｍｇの用
量においてＱ２Ｗで例えば静脈内に投与され、且つ前記アデノシンＡ２ＡＲアンタゴニス
トは、約４８０ｍｇ～５８０ｍｇ、例えば４８０ｍｇの用量においてＢＩＤで例えば経口
投与され、
　前記抗ＣＤ７３抗体分子は、約３０００ｍｇ～３５００ｍｇ、例えば３０００ｍｇの用
量においてＱ２Ｗで例えば静脈内に投与され、且つ前記アデノシンＡ２ＡＲアンタゴニス
トは、約５８０ｍｇ～６８０ｍｇ、例えば６２０ｍｇの用量においてＢＩＤで例えば経口
投与され、
　前記抗ＣＤ７３抗体分子は、約３５００ｍｇ～４０００ｍｇ、例えば３６００ｍｇの用
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量においてＱ２Ｗで例えば静脈内に投与され、且つ前記アデノシンＡ２ＡＲアンタゴニス
トは、約３００ｍｇ～３４０ｍｇ、例えば３２０ｍｇの用量においてＢＩＤで例えば経口
投与され、
　前記抗ＣＤ７３抗体分子は、約３５００ｍｇ～４０００ｍｇ、例えば３６００ｍｇの用
量においてＱ２Ｗで例えば静脈内に投与され、且つ前記アデノシンＡ２ＡＲアンタゴニス
トは、約４８０ｍｇ～５８０ｍｇ、例えば４８０ｍｇの用量においてＢＩＤで例えば経口
投与され、又は
　前記抗ＣＤ７３抗体分子は、約３５００ｍｇ～４０００ｍｇ、例えば３６００ｍｇの用
量においてＱ２Ｗで例えば静脈内に投与され、且つ前記アデノシンＡ２ＡＲアンタゴニス
トは、約５８０ｍｇ～６８０ｍｇ、例えば６２０ｍｇの用量においてＢＩＤで例えば経口
投与される；又は
（ｖ）前記抗体分子は、ＰＤ－１阻害剤及びアデノシンＡ２ＡＲアンタゴニストと組み合
わせて投与され、任意選択的に、
　前記抗ＰＤ－１阻害剤は、抗ＰＤ－１抗体分子であり、前記抗ＰＤ－１抗体分子は、約
２５０ｍｇ～３５０ｍｇ、約３５０ｍｇ～４５０ｍｇ又は約４５０ｍｇ～５５０ｍｇの用
量、例えば約３００ｍｇ又は約４００ｍｇの用量において、例えば３週間毎に１回（Ｑ３
Ｗ）又は４週間毎に１回（Ｑ４Ｗ）、例えば約３００ｍｇの用量においてＱ３Ｗ又は約４
００ｍｇの用量においてＱ４Ｗで例えば静脈内に投与され、
　前記アデノシンＡ２ＡＲアンタゴニストは、約２０ｍｇ～６０ｍｇ、約６０ｍｇ～１０
０ｍｇ、約１００ｍｇ～１４０ｍｇ、約１４０ｍｇ～１８０ｍｇ、約１８０ｍｇ～２２０
ｍｇ、約２２０ｍｇ～２６０ｍｇ、約２６０ｍｇ～３００ｍｇ、約３００ｍｇ～３４０ｍ
ｇ又は約３４０ｍｇ～３８０ｍｇの用量、例えば約４０ｍｇ、約８０ｍｇ、約１６０ｍｇ
又は約３２０ｍｇの用量において、例えば１日１回（ＱＤ）、１日２回（ＢＩＤ）又は１
日３回（ＴＩＤ）、例えばＢＩＤで例えば経口投与され、
　前記抗ＣＤ７３抗体分子は、約５ｍｇ～１００ｍｇ、例えば２０ｍｇの用量においてＱ
２Ｗで例えば静脈内に投与され、前記抗ＰＤ－１抗体分子は、約３５０ｍｇ～４５０ｍｇ
、例えば４００ｍｇの用量においてＱ４Ｗで例えば静脈内に投与され、且つ前記アデノシ
ンＡ２ＡＲアンタゴニストは、約２０ｍｇ～６０ｍｇ、例えば４０ｍｇの用量においてＢ
ＩＤで例えば経口投与され、
　前記抗ＣＤ７３抗体分子は、約５ｍｇ～１００ｍｇ、例えば６０ｍｇの用量においてＱ
２Ｗで例えば静脈内に投与され、前記抗ＰＤ－１抗体分子は、約３５０ｍｇ～４５０ｍｇ
、例えば４００ｍｇの用量においてＱ４Ｗで例えば静脈内に投与され、且つ前記アデノシ
ンＡ２ＡＲアンタゴニストは、約２０ｍｇ～６０ｍｇ、例えば４０ｍｇの用量においてＢ
ＩＤで例えば経口投与され、
　前記抗ＣＤ７３抗体分子は、約１００ｍｇ～５００ｍｇ、例えば２００ｍｇの用量にお
いてＱ２Ｗで例えば静脈内に投与され、前記抗ＰＤ－１抗体分子は、約３５０ｍｇ～４５
０ｍｇ、例えば４００ｍｇの用量においてＱ４Ｗで例えば静脈内に投与され、且つ前記ア
デノシンＡ２ＡＲアンタゴニストは、約６０ｍｇ～１００ｍｇ、例えば８０ｍｇの用量に
おいてＢＩＤで例えば経口投与され、
　前記抗ＣＤ７３抗体分子は、約１００ｍｇ～５００ｍｇ、例えば２００ｍｇの用量にお
いてＱ２Ｗで例えば静脈内に投与され、前記抗ＰＤ－１抗体分子は、約３５０ｍｇ～４５
０ｍｇ、例えば４００ｍｇの用量においてＱ４Ｗで例えば静脈内に投与され、且つ前記ア
デノシンＡ２ＡＲアンタゴニストは、約１４０ｍｇ～１８０ｍｇ、例えば１６０ｍｇの用
量においてＢＩＤで例えば経口投与され、
　前記抗ＣＤ７３抗体分子は、約５００ｍｇ～１０００ｍｇ、例えば６００ｍｇの用量に
おいてＱ２Ｗで例えば静脈内に投与され、前記抗ＰＤ－１抗体分子は、約３５０ｍｇ～４
５０ｍｇ、例えば４００ｍｇの用量においてＱ４Ｗで例えば静脈内に投与され、且つ前記
アデノシンＡ２ＡＲアンタゴニストは、約１４０ｍｇ～１８０ｍｇ、例えば１６０ｍｇの
用量においてＢＩＤで例えば経口投与され、
　前記抗ＣＤ７３抗体分子は、約１０００ｍｇ～１５００ｍｇ、例えば１２００ｍｇの用
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量においてＱ２Ｗで例えば静脈内に投与され、前記抗ＰＤ－１抗体分子は、約３５０ｍｇ
～４５０ｍｇ、例えば４００ｍｇの用量においてＱ４Ｗで例えば静脈内に投与され、且つ
前記アデノシンＡ２ＡＲアンタゴニストは、約１４０ｍｇ～１８０ｍｇ、例えば１６０ｍ
ｇの用量においてＢＩＤで例えば経口投与され、
　前記抗ＣＤ７３抗体分子は、約２０００ｍｇ～２５００ｍｇ、例えば２４００ｍｇの用
量においてＱ２Ｗで例えば静脈内に投与され、前記抗ＰＤ－１抗体分子は、約３５０ｍｇ
～４５０ｍｇ、例えば４００ｍｇの用量においてＱ４Ｗで例えば静脈内に投与され、且つ
前記アデノシンＡ２ＡＲアンタゴニストは、約１４０ｍｇ～１８０ｍｇ、例えば１６０ｍ
ｇの用量においてＢＩＤで例えば経口投与され、
　前記抗ＣＤ７３抗体分子は、約２０００ｍｇ～２５００ｍｇ、例えば２４００ｍｇの用
量においてＱ２Ｗで例えば静脈内に投与され、前記抗ＰＤ－１抗体分子は、約３５０ｍｇ
～４５０ｍｇ、例えば４００ｍｇの用量においてＱ４Ｗで例えば静脈内に投与され、且つ
前記アデノシンＡ２ＡＲアンタゴニストは、約３００ｍｇ～３４０ｍｇ、例えば３２０ｍ
ｇの用量においてＢＩＤで例えば経口投与され、
　前記抗ＣＤ７３抗体分子は、約２０００ｍｇ～２５００ｍｇ、例えば２４００ｍｇの用
量においてＱ２Ｗで例えば静脈内に投与され、前記抗ＰＤ－１抗体分子は、約３５０ｍｇ
～４５０ｍｇ、例えば４００ｍｇの用量においてＱ４Ｗで例えば静脈内に投与され、且つ
前記アデノシンＡ２ＡＲアンタゴニストは、約４８０ｍｇ～５８０ｍｇ、例えば４８０ｍ
ｇの用量においてＢＩＤで例えば経口投与され、
　前記抗ＣＤ７３抗体分子は、約２０００ｍｇ～２５００ｍｇ、例えば２４００ｍｇの用
量においてＱ２Ｗで例えば静脈内に投与され、前記抗ＰＤ－１抗体分子は、約３５０ｍｇ
～４５０ｍｇ、例えば４００ｍｇの用量においてＱ４Ｗで例えば静脈内に投与され、且つ
前記アデノシンＡ２ＡＲアンタゴニストは、約５８０ｍｇ～６８０ｍｇ、例えば６２０ｍ
ｇの用量においてＢＩＤで例えば経口投与され、
　前記抗ＣＤ７３抗体分子は、約３０００ｍｇ～３５００ｍｇ、例えば３０００ｍｇの用
量においてＱ２Ｗで例えば静脈内に投与され、前記抗ＰＤ－１抗体分子は、約３５０ｍｇ
～４５０ｍｇ、例えば４００ｍｇの用量においてＱ４Ｗで例えば静脈内に投与され、且つ
前記アデノシンＡ２ＡＲアンタゴニストは、約３００ｍｇ～３４０ｍｇ、例えば３２０ｍ
ｇの用量においてＢＩＤで例えば経口投与され、
　前記抗ＣＤ７３抗体分子は、約３０００ｍｇ～３５００ｍｇ、例えば３０００ｍｇの用
量においてＱ２Ｗで例えば静脈内に投与され、前記抗ＰＤ－１抗体分子は、約３５０ｍｇ
～４５０ｍｇ、例えば４００ｍｇの用量においてＱ４Ｗで例えば静脈内に投与され、且つ
前記アデノシンＡ２ＡＲアンタゴニストは、約４８０ｍｇ～５８０ｍｇ、例えば４８０ｍ
ｇの用量においてＢＩＤで例えば経口投与され、
　前記抗ＣＤ７３抗体分子は、約３０００ｍｇ～３５００ｍｇ、例えば３０００ｍｇの用
量においてＱ２Ｗで例えば静脈内に投与され、前記抗ＰＤ－１抗体分子は、約３５０ｍｇ
～４５０ｍｇ、例えば４００ｍｇの用量においてＱ４Ｗで例えば静脈内に投与され、且つ
前記アデノシンＡ２ＡＲアンタゴニストは、約５８０ｍｇ～６８０ｍｇ、例えば６２０ｍ
ｇの用量においてＢＩＤで例えば経口投与され、
　前記抗ＣＤ７３抗体分子は、約３５００ｍｇ～４０００ｍｇ、例えば３６００ｍｇの用
量においてＱ２Ｗで例えば静脈内に投与され、前記抗ＰＤ－１抗体分子は、約３５０ｍｇ
～４５０ｍｇ、例えば４００ｍｇの用量においてＱ４Ｗで例えば静脈内に投与され、且つ
前記アデノシンＡ２ＡＲアンタゴニストは、約３００ｍｇ～３４０ｍｇ、例えば３２０ｍ
ｇの用量においてＢＩＤで例えば経口投与され、
　前記抗ＣＤ７３抗体分子は、約３５００ｍｇ～４０００ｍｇ、例えば３６００ｍｇの用
量においてＱ２Ｗで例えば静脈内に投与され、前記抗ＰＤ－１抗体分子は、約３５０ｍｇ
～４５０ｍｇ、例えば４００ｍｇの用量においてＱ４Ｗで例えば静脈内に投与され、且つ
前記アデノシンＡ２ＡＲアンタゴニストは、約４８０ｍｇ～５８０ｍｇ、例えば４８０ｍ
ｇの用量においてＢＩＤで例えば経口投与され、又は
　前記抗ＣＤ７３抗体分子は、約３５００ｍｇ～４０００ｍｇ、例えば３６００ｍｇの用
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量においてＱ２Ｗで例えば静脈内に投与され、前記抗ＰＤ－１抗体分子は、約３５０ｍｇ
～４５０ｍｇ、例えば４００ｍｇの用量においてＱ４Ｗで例えば静脈内に投与され、且つ
前記アデノシンＡ２ＡＲアンタゴニストは、約５８０ｍｇ～６８０ｍｇ、例えば６２０ｍ
ｇの用量においてＢＩＤで例えば経口投与される、
請求項２９～３１のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項３３】
　前記抗体分子は、第２の治療剤又は処置と組み合わせて投与されるものであり、
　前記第２の治療剤又は処置は、化学療法、標的化抗癌療法、腫瘍溶解性薬剤、細胞傷害
性薬剤、免疫に基づく療法、サイトカイン、外科的処置、放射線処置、共刺激分子の活性
化剤、阻害性分子の阻害剤、ワクチン又は細胞療法の１つ以上から選択され、
　前記第２の治療剤は、
　（ｉ）ＰＤ－１阻害剤、
　（ｉｉ）アデノシンＡ２ＡＲアンタゴニスト、
　（ｉｉｉ）ＰＤ－１阻害剤とアデノシンＡ２ＡＲアンタゴニスト、
　（ｉｖ）ＣＴＬＡ－４阻害剤、
　（ｖ）ＴＩＭ－３阻害剤、
　（ｖｉ）ＬＡＧ－３阻害剤、
　（ｖｉｉ）ＧＩＴＲアゴニスト、
　（ｖｉｉｉ）抗ＣＤ３多重特異性抗体分子、
　（ｉｘ）ＩＬ－１５受容体アルファ（ＩＬ－１５Ｒａ）の可溶性形態と複合体を形成し
たＩＬ－１５、
　（ｘ）ＳＴＩＮＧアゴニスト、
　（ｘｉ）マクロファージコロニー刺激因子（Ｍ－ＣＳＦ）の阻害剤、
　（ｘｉｉ）ＣＳＦ－１Ｒ阻害剤、
　（ｘｉｉｉ）インドールアミン２，３－ジオキシゲナーゼ（ＩＤＯ）及び／又はトリプ
トファン２，３－ジオキシゲナーゼ（ＴＤＯ）の阻害剤、
　（ｘｉｖ）ＴＧＦ－β阻害剤、
　（ｘｖ）腫瘍溶解性ワクチン、
　（ｘｖｉ）キメラ抗原受容体（ＣＡＲ）Ｔ細胞療法、又は
　（ｘｖｉｉ）表１８に開示される化合物
である、
請求項２９～３２のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項３４】
　生体試料又は対象においてＣＤ７３を検出する方法であって、（ｉ）前記試料又は前記
対象（及び任意選択的に参照試料又は対象）を、請求項１～８、１０、１３及び１５～２
２のいずれか一項に記載の抗体分子と、前記抗体分子とＣＤ７３との相互作用が発生する
ことを可能にする条件下で接触させること、及び（ｉｉ）前記抗体分子と前記試料又は前
記対象（及び任意選択的に前記参照試料又は対象）との間の複合体の形成を検出すること
を含む方法。
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